
2019年度計画 2019年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、中期目標・中期計画に基
づいて計画する（具体的に期限やレ
ベルなど数値目標を挙げて定量的に
記載する）

（2019年度計画の具体的実行内容を
具体的に期限やレベルなど数値目標
を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達
成状況を評価する。 該当する項
目については、セルを分割して、
上段に中間報告、下段に最終報告
を記載する。

大学ホームページで教育研究活
動、財務等の情報を更新した。

大学ホームページで教育研究活
動、財務等の情報を更新した。

公正な人事が行われるよう、規程
の整備を行う

公正な人事が行われるよう、規程
の整備及び見直しを行い、学部間
での統一を図った。

障がい学生からの希望を聴取し、
その内容によってノートテイク等
の授業補助を行えるよう体制を整
える。

障がい学生からの希望を聴取し、
適切な支援（ノートテイク等の授
業補助等）が行えるよう体制整え
ている。

ガイドラインに沿って、研修を実
施した。

ガイドラインに沿って、研修を実
施し、規程の見直しを行った。

［内部質保証］
教育の理念・目的を実現するため
に、内部質保証システムを構築
し、恒常的・継続的に教育の質の
保証及び向上に取り組む。

［教員・教員組織］
教育の理念・目的を実現するため
に、求める教員像や教員組織の編
制方針を明確にし、それに基づく
教員組織を整備するとともに、
ファカルティ・ディベロップメン
ト（ＦＤ）活動を実施して絶えず
教員の資質向上に取り組む。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

［教育研究等環境］
教育の理念・目的を実現し、学生の
学修及び教員による教育研究活動
を必要かつ十分に行えるよう、教育
研究等環境の整備に関する方針を
明確にし、その方針に沿って学修環
境や教育研究環境を整備、適切に

管理運営する。

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 　総務部　総務課

計画達成状況
　部局及び学科における2019年度計画と実行内容

中　期　目　標 中　期　計　画

計画：2019年5月10日／中間報告：2019年9月30日／最終報告：2020年3月31日

大学ホームページで公表する。

教育研究活動、自己点検・評価結果、
財務、その他の諸活動の状況等を適切
に公表し、社会に対する説明責任を果
たす。

ホームページ等で公表し、大学とし
て社会に対する説明責任を果たす。

人事の進め方(運用内規)を遵守し、
公正な人事が行われるよう努める。

教員の募集・採用・昇格等に関する
規定及び手続きを明確にして、適切
な教員人事を行う。

各学部・研究科と連携を図り、規程
及び手続手順に従って、適切な事務
処理を行う。

(5)関係部署(障がい者支援委員会
等)と連携し、ガイドラインに従っ
て必要とされる修学支援措置を適切
に行う。

障がいのある学生に対する支援体制を
整備し、修学支援措置を適切に行う。

(5)本学「障がい者学修支援に関す
る基本方針」の支援方針に従い他部
署と協力しながら対応する。

研究活動における不正行為への対応
等に関するガイドラインに従って、
適切な対応をするとともに、規程の
整備に努める。

研究活動における不正行為への対応
等に関するガイドラインに沿って規
程の整備に努める。

研究倫理を遵守するための必要な措置
を講じ、適切に対応する。



耐震基準を満たしていないAD館の
解体も終わり、耐震化率100％とす
ることができた。

補助金事前着工の許可を受け、新
館建築が計画通り着工し、予定通
りのⅠ期工事を終了した。

MIIC国際貢献大学校の協力を得
て、防災に必要なもの等を検討し
ている。
MIIC国際貢献大学校の協力を得
て、防災必需品の確保及びマニュ
アル作りを進めていたが、新コロ
ナウィルス拡散の影響で中断を余
儀なくされた。

什器等を更新することによりアク
ティブラーニング等の教育研究活
動を推進する環境を整備する。

什器等を更新することによりアク
ティブラーニング等の教育研究活
動を推進する環境を整備すること
ができた。

３団体と連携協定等を締結した。

岡山市との包括連携協定を締結す
る予定である。

昨年度の報告書を作成した。また
今年度も公開講座を開催し、前期
には３２６名が参加してくれた。

今年度も公開講座を開催し、後期
には149名が、文化財講座には22名
が参加があった。

規程に基づいて、意思決定は適切
に行われている。

規程に基づいて、意思決定は適切
に行われた。

学内諸規程の内容の整合性を図る
ため、全学での見直しを実施して
いる。

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現するため
に、社会連携・社会貢献に関する方
針を明確にし、その方針に沿って社
会との連携に配慮し、教育研究成果
を広く社会に還元する。

［大学運営・財務］
教育の理念・目的を実現し、大学の
機能を円滑かつ十分に発揮するた
めに、大学の運営に関わる方針を
明確にし、その方針に沿って明文
化された規程に基づき適切な大学
運営を行い、また、教育研究を支
援しそれを維持向上させるため
に、適切な事務組織を整備すると
ともに、絶えず職員の資質向上に
取り組み、必要かつ十分な財政的
基盤を確立して、大学運営を適切

に行う。

［教育研究等環境］
教育の理念・目的を実現し、学生の
学修及び教員による教育研究活動
を必要かつ十分に行えるよう、教育
研究等環境の整備に関する方針を
明確にし、その方針に沿って学修環
境や教育研究環境を整備、適切に

管理運営する。

新館建設に向けて業者及び学内との
連絡を密にしながら、安全に工事を
進める。

教育研究活動に必要な十分な校地・校
舎及び施設・設備を整備し、それらの維
持・管理、安全・衛生を確保する。

危機管理マニュアルの整備を進めて
いる。

新館建設のため講義室等が減ってい
るが、学生への修学環境が劣らない
よう努める。

学修環境の什器等を整備する。

安全安心なキャンパス確保や法令遵守
そして各種災害対策をしたキャンパス管
理体制を構築し、運営する。

教育研究活動を支援する環境や条件を
適切に整備し、教育研究活動の促進を
図る。

現状に適応した危機管理マニュアル
を整備・確立する。

築後の年数を経た建物の施設・設備
を中心に点検・整備し、学生が安心
して学べる環境づくりをする。

社会へのサービス活動、地域交流・国際
交流事業への積極的参加など、学外組
織との連携協力による教育研究を推進
し、教育研究成果を適切に社会に還元
する。

自治体・企業等と連携協定を積極的
に締結し、地域社会の活性化や振興
に取り組む。

自治体、企業等と連携協定を積極的
に結び、地域社会の活性化や振興に
取り組む。

教学執行部会議・教授会・大学教育
研究評議会の各規定に則り、プロセ
スを踏み、意思決定を適切に行う。

関係法令に基づき学内諸規定の改正
等を遺漏なく行い、遵守する。

社会連携・社会貢献の適切性について
定期的に点検・評価を行い、その結果を
もとに改善・向上に向けた取り組みを行
う。

就実公開講座など本学主催の地域貢
献講座においてアンケートを実施
し、次年度計画に活かす。

「地域貢献報告書」を作成し、１年
間の取り組みの成果をまとめる。

教学執行部会規程、教授会規程、大
学教育研究評議会規程に則り、プロ
セスを踏み、意思決定を適切に行
う。

学内諸規程の全面的な見直しを実行
する。

学長及び管理職、教授会等のの権限と
責任を明確にし、意思決定プロセスを適
切に行う。

関係法令に基づく管理運営に関する学
内諸規程を整備し、適切に運用する。



学内担当部署で検討・見直した結
果をとりまとめ、新年度版に反映
させる準備をする。

グループウェアについて調査研究
している

情報ｾﾝﾀｰを中心として導入に向け
ての準備に協力してきた。新年度
稼働予定である。

新入職員研修、SD研修等のほか、
学外の研修会にも積極的に参加し
見識を深めている。

新入職員研修、SD研修等のほか、
学外の研修会にも積極的に参加し
本務に活用することができた。

②授業評価アンケートの一部を集
計し、HPに公開した。
⑤今年に入ってSD研修会を４回実
施し、ほぼ全教職員が参加した。

②授業評価アンケートの一部を集
計し、HPに公開した。
⑤今年度SD研修会を４回実施し、
ほぼ全教職員が参加した。

［大学運営・財務］
教育の理念・目的を実現し、大学の
機能を円滑かつ十分に発揮するた
めに、大学の運営に関わる方針を
明確にし、その方針に沿って明文
化された規程に基づき適切な大学
運営を行い、また、教育研究を支
援しそれを維持向上させるため
に、適切な事務組織を整備すると
ともに、絶えず職員の資質向上に
取り組み、必要かつ十分な財政的
基盤を確立して、大学運営を適切

に行う。

【2019年度大学院・大学の主要事業計画と改革の重点事項】

関係法令に基づき学内諸規定の改正
等を遺漏なく行い、遵守する。

学内諸規程の全面的な見直しを実行
する。

関係法令に基づく管理運営に関する学
内諸規程を整備し、適切に運用する。

グループウェアの導入に向けて検
討・準備する。

事務業務処理の電算化、事務業務のア
ウトソーシングの実施など、事務機能の
改善・業務内容の多様化への対応策を
とる。

学内でのＳＤ研修を実施するととも
に、学外で開催の研修に積極的に職
員を派遣する。

グループウェア導入により、紙媒体
処理kara電算化への移行を行い、効
率化を図る。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。「未来社会を力強く生き
抜く人材を育成し、地域と共に
輝く大学」を目指し、全教職員が
ベクトルを合わせて下記の重点課
題に取り組み、目標達成に向けて
努力する。
（１）教学ガバナンス・マネジメ
ントの強化による内部質保証：組
織的な大学改革への取り組み
（２）3ポリシーを具現化した教
育改革による学びの保証： カリ
キュラムマネジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化：学生調査に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と効果的
な入試広報活動：優秀な学生の確
保と学生定員の厳格化
（５）地域活性化に繋がる教育・
研究ブランド力の強化：地域貢献
力とグローバル化の推進

①大学・短大改革の将来構想： 10年先
を見据えた大学・短大組織のあり方、将
来構想案を策定する。②IR機能の強化：
学内外の情報を収集、解析、管理、公
開し、戦略的な大学改革や広報活動へ
活用する。③教学・事務組織の再編：教
学・事務組織の充実・効率的運営、業務
の合理化、教職協働体制の充実を図
る。④センター構想：幼保教職支援及び
教養教育の効率的な運営組織へ改組、
兼任教職員を配置して支援強化する。
⑤FD・SD活動等の活性化：FSD研修会
の開催、学外研修会参加の推奨による
教職員の資質向上を図る。⑥教員業績
評価制度改革：教育、研究、社会貢献、
学内貢献等のきめ細かな評価で賞与等
へ反映する。⑦PDCAサイクルの検証：
外部評価委員や学内学生の参画による
自己点検・評価・改善制度を構築する。
⑧国の政策・事業への対応：高等教育
無償化要件、私立大学等改革総合支援
事業に全学的に取り組む。

②学内の諸情報を収集し、整理・公
表 す る 。
⑤教職員の資質向上に取り組む

②学内の情報を収集・分析し、学内
情 報 と し て 共 有 す る 。
⑤研修会を積極的に開催するととも
に、学外研修への派遣を勧める。

学内での研修を実施するとともに、
学外での研修に積極的に職員を派遣
する。

事務職員の資質向上に向けた研修等の
取り組みを行う。



◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）2019年度実行内容は、2019年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。
（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

（１）2019年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。


